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関西生コン弾圧事件ニュース NO.78 2022年9月9日

＜本号２ページ＞

●本号の内容 中労委に署名提出・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ1

ドキュメンタリー映画『ここから』紹介記事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ2

早期に実効性ある救済命令を
9/8 中労委に署名提出

●北海道から沖縄まで1377団体分

９月８日、中労委に団体署名を提出した。

署名は、北海道から沖縄まで、各都道府県

の平和フォーラムとその構成組織、また、

自治労、国労、全自交労連など中央単産、

そして、関西地域の支援運動組織などから

寄せられた 1377 団体分。関西生コンを支援

する会の共同代表、海渡雄一弁護士、内田

雅敏弁護士、藤本泰成（平和フォーラム共

同代表）、事務局長の勝島一博（同）をはじ

め、田中直樹（平和フォーラム事務局長）

らが参加した。（写真）

●大阪広域協組の責任を明確に
海渡雄一弁護士は、提出にあたって、「解雇、日々雇用組合員の就労打ち切り、団体交渉拒否

など不当労働行為はもちろん個々の生コン業者がおこなったものだが、一連の事件は大阪広域協

組の指示でひきおこされたものだ。その責任が明確になるような救済命令を出していただきたい」

と強調した。また、「署名の趣旨は事件を担当する各部会の審査委員と事務局にしっかり伝えて

ほしい」と要請したところ、署名を受け取った総務調整官の添島氏は「伝えます」と返答した。

街宣活動に対する刑事弾圧を許さない集会（仮）
10月18日（火）18：30～ 連合会館203号会議室

「労働委員会命令を守れ」とアピールする街宣活動を「名誉毀損」で刑事告訴するという、

前例のない弾圧事件がおきようとしている。

刑事告訴したのは、ストライキで不当逮捕された組合員に弁明の機会も与えず団交も拒否し

たまま懲戒解雇したナニワ生コン。大阪府労働委員会が懲戒解雇取り消し、原職復帰、団交応

諾などの組合勝利命令を出したことから、関生支部が「労委命令守れ」の街宣活動を自治体や

ゼネコンの周辺でおこなった。その宣伝カーに貼付した横断幕に、「労働者イジメをやめろ」

の文言と不当労働行為企業の社長の顔写真が入っていたことを理由に 10 人の組合員を刑事告

訴したもの。当然といえば当然だが、2021年 12月、嫌疑不十分で不起訴が確定した。

ところが、その後、大阪広域協組顧問弁護団トップのヤメ検弁護士が検察審査会に不服申し

立てして、大阪第四検察審査会が今年７月 14 日付で「不起訴不当」の議決をしていたことが

最近わかった。事実経過と問題点を報告する集会を企画した。（詳細は追って）

発行：全日建（全日本建設運輸連帯労働組合） お問い合わせ０３－５８３０－６４１８
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◀

Ｉ女性会議発行「Ｉ女の

しんぶん」9月 10日号


